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Ⅲ-6 阿 係の山競れに就て (昭チロ32キ 及夫キ″升挙力Tえ士夫イ→

工含買 熊、本人学 曰 口 穀 考
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誅大山仄)て覆われた芽野 て̈ある。 (第ノ図ふ′り

この77蘇lllにlまイ焦末多くのユ,カン '生 してい

る。 フ7ぅ膨イロ2す キ γ月のグレイスタ 7月 のヤ

ジャノ迫風 にlま可嫁谷イカ1の山腹 に, 殊 に'こチ,28

守 `月 のケ)|1人大ヤのオ は市チ曹F谷狽1にわ めてタ

くの山力れ を生 じ
・
, シヒ数稀なえ 常 を現ム した。

このよ うな天常 は経友 こそ菫 え′ 徒 久数た し

なく約お遂ζえ さ′にて あ・り, /7Nイ久t ホ′彙塑笙え され ら

1響れがある。 而 とてこれ孝 災営のサ寸策 を議 ず ら

に当フては先ザ以 てその本 となす山弟 れのえ 氣
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雛に述 べたょうに南嫁のルル はれ わヨナ賞上 てヽ歿われていろう 比 表よリリtそ θ.う
～4θ

の縫田は一般 に八 ιぶ は暗八 色のヨナ(レヒ較的新 し 1ヽヨナ)|こして′ 夕 くはスと ヨナ(茅子の水
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